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	応用
	抗原情報
	背景
	アミラーゼは分泌タンパク質であり、オリゴ糖および多糖類中の1,4-α-グルコシド結合を加水分解することで、食物中のデンプンおよびグリコーゲンの消化における最初の段階を触媒します。ヒトゲノムには、唾液腺または膵臓で高発現する複数のアミラーゼ遺伝子クラスターが存在しています。この遺伝子は、唾液腺で産生されるアミラーゼアイソザイムをコードしています。選択的スプライシングにより、同じタンパク質をコードする複数の転写産物バリアントが生成されます。 [RefSeq提供、2008年7月],触媒活性:オリゴ糖および多糖類における(1->4)-α-D-グルコシド結合のエンド加水分解。,補因子:サブユニットあたり1個のカルシウムイオンを結合する。,補因子:サブユニットあたり1個の塩化物イオンを結合する。,オンライン情報:アミラーゼエントリ,類似性:グリコシルヒドロラーゼ13ファミリーに属する。,サブユニット:モノマー。,
	研究分野
	デンプンとスクロースの代謝;
	画像データ
	

	AMY1/2 抗体を使用した HeLa 細胞の溶解液のウェスタン ブロット分析。
	

	アミラーゼポリクローナル抗体を用いたHeLa細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈されました。
	

	パラフィン包埋ラット肝臓の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	パラフィン包埋ラット肝臓の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された
	

	パラフィン包埋マウス肝臓の免疫組織化学分析、抗体は1:100に希釈された

